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低侵襲治療を目的とした画像下治療支援ロボットの実用化
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課題：がんのアブレーションに用いられる CT ガイド下 IVR は，低侵襲かつ有効な治
療手段である一方で，術者被ばく，専門医不足，技能習得の長期化，医療アクセス格差
が課題である．地方・海外を含めた継続的な医療提供体制の構築が困難となっている．

① 顧客・導入先・収益を含む事業化シナリオの具体化

② 価格設定，償還の方向性，販売方法，品質管理，製造販売体制の明確化

③ 国内外の市場・顧客調査を通じた導入要件と販売戦略の整理

CT 透視下でも術者被ばくゼロを実現し，ファントム試験では1.6±0.8 mmの高精度を実現している．
臨床では，針生検 10 例を完遂し，手技より高精度な結果も出ている．さらに，教育・トレーニング
機能を組み合わせることで，従来 2 年以上を要する専門医の育成短縮にも繋がる．

目的：室外から遠隔操作・自動化可能な画像下治療支援ロボット「Zerobot」の事業化
を目指す．これにより，術者被ばくゼロ，高精度な針穿刺，教育期間の短縮，IVR 実施
施設の拡大・医療費削減を実現し，低侵襲治療の普及と医療の均一化に貢献する．

事業課題：

技術課題： ① 臨床現場の課題を踏まえた筐体サイズ，UI，セットアップ時間の改善

② 小型化，安全性，信頼性，ユーザビリティの向上

③ 自動穿刺機能や骨穿刺拡張を含む製品仕様の高度化

知財では，日本･米国登録特許，商標 Zerobotを有しており，事業基盤も備える．今後，競合･知財
調査，病院ヒアリング，販売戦略の具体化を進め，詳細なロードマップとビジネスモデルを構築す
る．国内 5 年で 100 台，海外 5 年で 200 台，7 年目までに年商 100 億円規模を目指す．
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